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町の考えを聞く

豊間根 信議員

行政改革

さ
ら
に
町
民
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
目
指
す

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
改
革
を

住民協働

積
極
的
な
住
民
参
加
が
必
要

官
民
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

　
質
問
　
全
国
的
に
地
域
力
の

活
用
に
よ
る
官
と
民
の
（
産
学

官
民
）
協
働
と
い
う
言
葉
が
行

政
資
料
・
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
官
民
の
協
働
に

お
け
る
上
下
関
係
の
な
い
真
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
無
く
し
て

地
域
の
活
性
化
を
考
え
ら
れ
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間

団
体
、
地
域
住
民
と
の
協
働
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
き
た
か
。

　
沼
崎
町
長
　
昨
年
４
月
に
総

務
課
内
に
新
た
に
「
住
民
協
働

推
進
室
」
を
設
置
し
、
　

月
に

１２

は
住
民
協
働
を
具
体
的
に
進
め

支
援
し
て
い
く
た
め
、
住
民
協

働
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
立

ち
上
げ
「
山
田
町
住
民
協
働
推

進
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　
質
問
　
指
定
管
理
者
制
度
に

お
け
る
そ
の
受
託
者
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
地
域
住
民
団
体
、
企
業

を
含
む
法
人
な
ど
）
を
協
働
の

相
手
先
と
考
え
て
い
る
か
。

　
横
田
総
務
課
長
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
地
域
住
民
団
体
、
一
般
企

業
な
ど
を
官
民
協
働
の
相
手
先

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　
質
問
　
多
種
多
様
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
が
求
め
ら
れ
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
が
地
方

自
治
体
の
格
差
を
生
ん
で
い
る
。

財
政
難
で
は
あ
る
が
費
用
を
か

け
ず
に
町
民
に
対
し
て
で
き
る

事
は
、
各
担
当
課
で
の
誠
実
な

対
応
と
窓
口
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
今
ま
で
以
上
に
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
で
誠
実
な
対
応
を
行
い
、

来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
喜
ば
れ

る
さ
ら
な
る
改
革
案
は
あ
る
か
。

　
沼
崎
町
長
　
限
ら
れ
た
行
財

政
の
中
で
、
町
民
に
満
足
し
て

も
ら
え
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。

　
行
政
の
仕
事
は
法
令
に
基
づ

き
行
っ
て
お
り
、
す
べ
て
が
住

民
の
希
望
ど
お
り
い
く
と
限
ら

な
い
が
、
職
員
の
努
力
に
よ
り

仕
事
の
印
象
を
好
ま
し
い
方
向

へ
変
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
が
住
民
の
理
解
と
信

頼
を
得
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　
質
問
　
そ
の
具
体
案
は
。

　
沼
崎
町
長
　
職
員
一
人
ひ
と

り
の
意
識
改
革
や
接
遇
の
向
上

に
努
め
る
。
分
か
り
や
す
い
案

内
板
の
設
置
や
窓
口
カ
ウ
ン

タ
ー
を
低
く
し
、
同
じ
目
線
で

対
話
・
相
談
が
で
き
る
よ
う
改

善
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

職
員
の
研
修
を
充
実
し
資
質
の

向
上
を
図
り
、
満
足
さ
れ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
。

同じ目線で対話・相談ができるよう窓口カウン
ターを低くする改善がされています（税務会計課）


